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～「ペットを飼っている方と飼っていない方のフォトライフ比較調査」～ 

 

やややっっっぱぱぱりりりペペペッッットトトののの飼飼飼いいい主主主ははは写写写真真真ががが好好好ききき。。。   

週週週ににに111回回回以以以上上上撮撮撮影影影ををを行行行ううう方方方ががが、、、約約約４４４割割割！！！   

ペペペッッッ トトト ををを飼飼飼っっっててていいいななないいい方方方ににに比比比べべべててて、、、２２２倍倍倍強強強！！！    

 

Ｔ＆Ｄ保険グループのペット＆ファミリー少額短期保険株式会社（東京都文京区、代表取締役

社長：日下部 明）は、６月１日の『写真の日』にちなんで、20～70代の男女1,750人を対象に、

『ペットを飼っている方と飼っていない方のフォトライフ比較調査』（インターネット調査）を

実施しました。 

「写真を撮影する頻度はどの位ですか」という質問に対して、ペットを飼っている方の約４割

（37.1％）が週に１回以上撮影すると回答。対してペットを飼っていない方は約２割（18.1％）

と頻繁に写真撮影を行う方の割合に２倍強の差があることが分かりました。また、「主に撮影す

る被写体は何ですか」と質問をしたところ、ペットを飼っている方の第１位が「ペットや動物」

（35.5％）、飼っていない方の第１位が「家族や友人」（48.1％）という結果に。特にペットを

飼っている方の場合、家族や友人以上にペットを被写体に選んでいる方が多く、我が子を見る思

いで自慢のペットを日々撮影している姿が想像できます。 

更に、「あなたの携帯電話の待ち受け画像は何にしていますか」という質問に対しては、ペッ

トを飼っている方の約３人に１人（31.7％）が「ペットや動物の写真」と回答。飼い主がペット

といつでも一緒にいたい気持ちを強く持っていることがうかがえます。また、ペットの飼い主が

どんな写真を撮影しているかのアンケートも同時に行い、「顔のアップ」や「遊んでいるところ」

「寝顔」などが上位を占めました。猫を飼っている方に関しては犬を飼っている方に比べて特徴

的で、「変な顔や面白ポーズ」を好んで撮影している方が約４割（41.0％）もいるなど、写真を

通して、ペットは家族や家庭に笑顔を運ぶ存在になっているようです。 

 

 

調査概要 

 

●調査対象 ：全国の20～70代の男女 

●有効回答数：1,750サンプル （男性・1,131サンプル、女性・619サンプル）  

●調査方法 ：インターネットリサーチ  

●調査期間 ：2012年5月15日(火)～2012年5月17日(木) 
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調査結果概要 

 

      

■飼っているペットの種類          ■撮影する際に主に使用する機器 

 

 

■写真を撮影する頻度はどの位ですか？ 

 

ペットを飼っている方の約４割（37.1％）が週に１回以上撮影すると回答。対してペットを飼っていな 

い方は約２割（18.1％）と頻繁に写真撮影を行う方の割合に２倍強の差があることが分かります。 

 

 

■主に撮影する被写体は何ですか？ 

   

ペットを飼っている方の第１位が「ペットや動物」（35.5％）。飼っていない方の第１位が「家族や友人」 

（48.1％）という結果に。特にペットを飼っている方の場合、家族や友人以上にペットを被写体に選んで 

いる方が多く、我が子を見る思いで自慢のペットを日々撮影している姿が想像できます。 
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■あなたの携帯電話の待ち受け画像は何にしていますか？ 

   

ペットを飼っている方の約３人に１人（31.7％）が「ペットや動物の写真」と回答。飼い主がペットと 

いつでも一緒にいたい気持ちを強く持っていることがうかがえます。 

 

 

■所有しているカメラの１台あたりの購入費はおおよそどの位ですか？ 

 

全体的に１万円～３万円未満にカメラの購入費が集中していることが分かります。ペットの種類で分類して 

購入費を分析したところ、最も平均購入費が高かったのが「大型犬」という結果に。 

 

 

■撮影した写真はどのようにしていますか？（複数回答） 

   

「特別なことはしない」の回答が多いものの、「パソコンの壁紙にする」「携帯電話の待ち受けにする」 

「ブログや SNS に投稿する」といった写真を身近で確認できるような行動は、ペットを飼っている方が、 

ペットを飼っていない方に比べて２倍強の結果に。 

ペットを撮影した写真を様々なシーンで活用していることがうかがえます。 
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■ペットのどんな写真を撮影するのが好きですか？（ペットを飼っている方のみ・複数回答） 

 

37.5%

49.6%

16.1%
24.9%

49.9%
41.0%

8.8%

22.5%

2.9% 8.3% 8.8%

50.7%

43.3%

2.8%
11.1%

41.9%

8.3%
2.3%

13.8% 11.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

寝
顔

遊

ん
で

い
る

と

こ
ろ

散
歩
中

家
族

と
一
緒

顔

の
ア

ッ
プ

お

や

つ
や
ご
飯

を
食

べ
て

い

る

と

こ
ろ

変

な
顔

や
面
白

ポ
ー

ズ

怒

っ
て

い
る

と

こ
ろ

そ
の
他

わ

か
ら
な

い

犬 猫

 

 

「顔のアップ写真」や「遊んでいるところ」「寝顔」などが犬・猫ともに上位を占める結果に。猫を飼っている 

方に関しては犬を飼っている方に比べて特徴的で、「変な顔や面白ポーズ」を好んで撮影をしている方が約４割 

（41.0％）もいるなど、写真を通して、ペットは家族や家庭に笑顔を運ぶ存在になっているようです。 

 

 

 

 

 

 

本調査結果に関するお問い合わせ先 

ペット＆ファミリー少額短期保険株式会社 経営企画部 佐藤 

電 話：03-5844-1120 

ＵＲＬ：http://www.petfamilyins.co.jp/ 

 
 
 


